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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｓ
ａ
Ｇ
ａ
 

Ｆ
ｒ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
 

－
Ｒ
Ｘ
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【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
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８
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Ｑ

【
作
者
名
】

　
梅
鳥

【
あ
ら
す
じ
】

　
ま
あ
、
サ
ガ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
１
年
後
ぐ
ら
い
と
い
う
こ
と
で
。

レ
ッ
ド
が
敵
と
な
っ
て
し
ま
う
。
結
構
お
約
束
な
ネ
タ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ヒ
ー
ロ
ー
も
の
に
は
、
ダ
ー
ク
ヒ
ー
ロ
ー
も
お
約
束
♪
と
い
う
わ
け
で
…
許
し

て
く
だ
さ
い
。
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闇
の
皇
子
 

－
 

プ
ロ
ロ
ー
グ
 

－

　
―
―
―
ク
ー
ロ
ン
某
廃
ビ
ル
。

　
は
ぁ
っ
、
は
ぁ
、
は
ぁ
…
っ
―
―
―
！

　
大
小
様
々
な
、
足
音
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
階
段
の
中
、
木
霊
し
、
彼
ら
の

心
臓
に
狂
想
曲
の
リ
ズ
ム
を
刻
ま
せ
る
。

　
嘘
だ
、
ま
さ
か
、
そ
ん
な
…
！

　
種
族
も
性
別
も
様
々
な
彼
ら
の
心
を
鷲
掴
む
恐
怖
は
、
た
っ
た
一
つ
。

　
リ
ー
ジ
ョ
ン
世
界
の
正
義
の
機
関
、
Ｉ
Ｒ
Ｐ
Ｏ
が
、
黒
い
噂
を
聞
き
つ
け
た

の
は
、
つ
い
最
近
だ
。

《
Ｄ
ｒ
．
ク
ラ
イ
ン
が
生
き
て
い
た
》

　
そ
れ
を
タ
レ
込
ん
だ
の
は
、
な
ん
と
、
ル
ー
フ
ァ
ス
。
非
合
法
組
織
グ
ラ
デ

ィ
ウ
ス
の
幹
部
で
あ
る
。

《
彼
は
、
廃
墟
と
化
し
て
い
た
旧
ブ
ラ
ッ
ク
ク
ロ
ス
本
部
リ
ー
ジ
ョ
ン
を
再
建
、

今
度
こ
そ
自
ら
を
首
領
と
す
る
新
組
織
を
立
ち
上
げ
た
》

　
暗
殺
以
外
な
ら
何
で
も
す
る
、
と
自
他
共
に
認
め
る
彼
ら
が
、
正
義
の
名
に

縛
ら
れ
る
公
的
機
関
Ｉ
Ｒ
Ｐ
Ｏ
を
鼻
で
笑
い
。

　
Ｉ
Ｒ
Ｐ
Ｏ
は
、
傍
若
無
人
に
法
を
曲
げ
る
、
グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
を
目
の
敵
に
し

て
い
る
の
は
、
周
知
の
事
実
だ
。

《
…
…
そ
の
名
を
“
ダ
ー
ク
・
ペ
ン
タ
ゴ
ン
”
》

　
そ
ん
な
彼
が
、
対
立
組
織
に
わ
ざ
わ
ざ
情
報
を
与
え
に
来
た
の
は
、
他
で
も

な
い
。

「
く
っ
そ
…
！
 

ま
だ
…
か
よ
…
っ
！
」

「
ヒ
ュ
ー
ズ
、
先
輩
…
こ
れ
ぐ
ら
い
で
音
を
上
げ
る
な
ら
…
…
」

　
そ
う
い
う
レ
ン
も
、
引
退
を
考
え
た
ら
如
何
？
 

と
い
う
、
軽
口
す
ら
続
か

な
い
。
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先
を
駆
け
る
コ
ッ
ト
ン
が
心
配
そ
う
に
、
あ
と
の
四
人
を
振
り
返
る
。

　
ド
ー
ル
も
サ
イ
レ
ン
ス
も
、
僅
か
に
息
を
上
が
ら
せ
て
い
た
。

《
旧
ブ
ラ
ッ
ク
ク
ロ
ス
の
四
天
王
を
甦
生
し
、
更
に
強
化
を
加
え
》

　
悪
は
、
害
虫
よ
り
も
、
し
ぶ
と
い
。

　
腕
利
き
の
彼
ら
を
戦
慄
さ
せ
た
の
は
、
そ
う
い
う
事
で
な
い
。

　
果
て
が
な
い
か
と
思
え
る
ほ
ど
長
い
階
段
は
、
階
段
と
変
わ
ら
ぬ
暗
い
闇
と

電
灯
の
リ
ー
ジ
ョ
ン
の
、
そ
れ
で
も
少
し
は
澄
ん
だ
風
が
、
終
わ
り
を
知
ら
せ

る
。

　
先
を
飛
ぶ
ラ
ビ
ッ
ト
が
、
甲
高
い
電
子
音
を
鳴
ら
す
―
―
―
ｄ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
！

　
五
人
を
襲
う
衝
撃
波
が
、
屋
上
入
り
口
を
破
壊
し
た
。

　
素
早
い
身
の
こ
な
し
で
、
回
避
し
屋
上
に
転
が
り
出
た
彼
ら
を
、
拍
手
が
迎

え
る
。

「
流
石
だ
な
、
Ｉ
Ｒ
Ｐ
Ｏ
の
諸
君
…
」

　
勿
論
、
そ
の
よ
う
な
戯
言
に
反
応
す
る
者
は
、
皆
無
だ
。
無
言
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
間
合
い
を
取
る
。

「
…
ピ
ッ
…
Ｄ
ｒ
．
ク
ラ
イ
ン
…
の
デ
ー
タ
ー
と
一
致
」

　
暗
が
り
だ
が
、
ラ
ビ
ッ
ト
が
赤
外
線
セ
ン
サ
ー
及
び
声
紋
で
Ｄ
ｒ
．
ク
ラ
イ

ン
を
、
確
認
し
た
。

　
そ
の
時
、
新
た
な
敵
を
感
知
し
た
の
か
、
ラ
ビ
ッ
ト
稼
動
部
が
音
を
立
て
る
。

「
グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
と
い
い
、
余
程
私
達
の
動
向
が
気
に
な
る
よ
う
だ
な
―
―
息

子
よ
」

「
は
い
、
父
上
…
」

　
お
前
の
よ
う
な
“
悪
”
は
五
万
と
要
る
―
―
自
惚
れ
ぬ
な
！
 

と
、
恫
喝
す

る
声
が
、
ヒ
ュ
ー
ズ
の
喉
の
奥
で
固
ま
っ
た
。

　
そ
れ
は
、
彼
ら
の
、
知
る
…
…
声
。

　
本
来
、
対
立
組
織
で
あ
る
彼
ら
Ｉ
Ｒ
Ｐ
Ｏ
と
グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
を
『
大
人
の
事

お
っ
さ
ん

情
な
ど
知
ら
な
い
』
と
、
全
て
飲
み
込
ん
だ
、
彼
。

「
諸
君
に
“
我
が
息
子
”
を
紹
介
し
よ
う
」
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《
“
息
子
”
を
筆
頭
と
し
た
五
芒
星
と
し
た
―
―
》

　
低
く
垂
れ
込
ん
だ
雲
が
、
限
定
さ
れ
た
法
の
番
人
達
を
嘲
笑
う
よ
う
に
割
れ
、

悪
夢
を
月
光
に
晒
す
。

「
我
が
闇
の
皇
子
―
―
ク
ラ
イ
ン
・
レ
ッ
ド
！
」

　
そ
こ
に
、
彼
ら
の
知
る
姿
が
あ
る
か
ら
だ
―
―
―
ブ
ラ
ッ
ク
ク
ロ
ス
を
壊
滅

に
追
い
込
ん
だ
、
彼
ら
の
ヒ
ー
ロ
ー
が
！

　
さ
し
も
の
ル
ー
フ
ァ
ス
も
俄
か
に
信
じ
ら
れ
ず
、
か
つ
て
の
旅
の
仲
間
に
告

げ
た
の
だ
。
確
か
め
て
く
れ
、
と
。

「
…
…
声
紋
、
虹
彩
…
全
て
“
レ
ッ
ド
”
と
一
致
」

　
ラ
ビ
ッ
ト
が
各
種
セ
ン
サ
ー
で
、
本
人
と
確
認
す
る
音
声
が
、
空
々
し
く
人

間
達
の
耳
を
打
つ
。

「
は
っ
は
っ
は
…
！
」

　
ク
ラ
イ
ン
は
、
嘲
り
も
顕
わ
に
哄
笑
し
た
。

「
…
レ
ッ
ド
！
」

「
レ
ッ
ド
君
！
」

　
搾
り
出
す
よ
う
な
、
祈
る
よ
う
な
、
彼
ら
の
声
に
、
青
年
は
、

「
お
前
ら
な
ん
て
知
ら
ね
ぇ
よ
…
」

　
冷
た
く
、
応
え
る
…
こ
の
リ
ー
ジ
ョ
ン
の
暗
い
闇
よ
り
沈
ん
だ
瞳
。

　
ま
た
、
月
が
隠
れ
た
。

　
正
義
の
番
人
ど
も
の
苦
悩
が
、
見
え
ず
と
も
十
二
分
に
解
る
。

　
ク
ラ
イ
ン
は
、
こ
の
手
に
堕
ち
て
き
た
息
子
を
愛
称
で
呼
ば
わ
っ
た
。

「
顔
見
知
り
の
誰
か
と
間
違
え
た
か
な
？
 

“
ク
リ
ム
ゾ
ン
”
我
が
息
子
よ
、

我
ら
が
敵
を
薙
ぎ
払
え
！
」

「
…
は
い
、
父
上
…
お
前
ら
に
恨
み
は
無
い
が
、
死
ん
で
も
ら
う
」
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ク
ラ
イ
ン
の
止
ま
ら
ぬ
笑
い
声
の
中
、

　
音
も
無
く
抜
か
れ
た
レ
ッ
ド
の
剣
が
、
禍
々
し
い
光
を
弾
き
な
が
ら
―
―
―

彼
ら
を
襲
う
。

「
や
め
ろ
！
 

レ
ッ
ド
！
」

「
キ
ュ
ー
！
！
」

　
そ
れ
は
、
か
つ
て
の
レ
ッ
ド
を
苦
し
め
た
、
復
讐
の
炎
に
酷
似
し
て
い
た
―

い
ろ

―
―
―
―

【
続
く
】
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闇
の
皇
子
 

－
 

プ
ロ
ロ
ー
グ
 

－
（
後
書
き
）

健
全
シ
リ
ア
ス
。

こ
ん
な
の
レ
ッ
ド
じ
ゃ
な
い
！
と
思
わ
れ
た
方
、
ご
め
ん
な
さ
い
…

ヒ
ー
ロ
ー
も
の
の
ダ
ー
ク
に
侵
さ
れ
た
ヒ
ー
ロ
ー
も
結
構
お
約
束
か
な
？

と
、
思
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
…
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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